




　鉄道駅等を中心とした拠点に都市機能をコンパクトにまとめ、
拠点と拠点、拠点と住宅地を便利な公共交通のネットワークで結ぶ、
環境と暮らしに優しい都市構造。



地域公共交通の課題

課題解決のための連携

現状や調査の分析から、本市の公共交通が現在抱えている問題は、その解決に向けた6つの視点でまとめ

ることができます。さらに、地域公共交通の確保・改善・維持に着目し、３つの課題として整理します。

解決に向けた視点

１．交通不便地域の解消

５．利用者増を目的とした
地域に適した交通運営

２．高齢者・移動困難者の
移動手段の確保

３．公共交通を利用しやすい
環境の整備

４．目的地に移動しやすい
公共交通ネットワークの充実

生活のための移動手段の確保

公共交通の利便性の向上

自家用車からの転換と

公共交通利用の促進

地域公共交通の課題

課題１ 「確保」の視点

課題２ 「改善」の視点

課題３ 「維持」の視点

現状分析・調査結果

 土地利用

 生活利便施設の分布

 総人口、高齢者人口の推移

 観光資源、観光需要

 公共交通ネットワーク

 市民の移動手段

 ところバス利用者アンケート

 市民アンケート

 交通事業者ヒアリング

負のスパイラルを、正のスパイラルへ

▲地域公共交通の負のスパイラル

利用者の
減 少

サービスの
低 下

収益の
減 少

▲地域公共交通の正のスパイラル

利用者の
増 加

サービスの
向 上

収益の
増 加

地域公共交通の正の

スパイラルを健全に回

すためには、「確保」

「改善」「維持」の３

つの考え方を適切に組

み合わせて、施策に取

り組むことが必要です。

確保・改善

改善・維持

維持

地域の公共交通を確保・維持

していくためには、“何のため

に守るのか”という目的意識と、

“自分たちで守る”という主体

的な責任感を持って取り組むこ

とが大切です。

このため、めざすべき将来の

姿の実現に向けて、市民・利用

者、公共交通事業者、行政など

が連携して取り組んでいくこと

が求められます。

▲関係者の連携イメージ

目標と施策

計画の区域と期間

３つの課題に対応することでめざす、本市の地域公共交通の姿を「基本方針」とします。

また、公共交通に関する施策や取り組みを進めるうえで指針とする具体的な目標を５つ定めます。

目標１ 市民生活を支える公共交通サービスの提供

施策01 地域の生活スタイルに合った公共交通の運行

施策02 公共交通の役割分担と連携強化

目標２ コンパクト・プラス・ネットワークの実現に向けた取り組み

施策03 交通環境の改善による定時運行性の確保

施策04 街づくりと地域公共交通の連動

施策05 東京都とのアクセスを高める鉄道延伸に向けた活動

目標４ 市民意識醸成や公共交通全体の活性化に向けた取り組み

施策11 地域公共交通の持続可能な運営の確立

施策12 地域で育てる公共交通

目標５ ゼロカーボンシティを含めたサスティナブルな街づくりを担う公共交通サービスの提供

施策13 ゼロカーボンシティへの貢献

施策14 新技術を活用した交通システムの調査・研究

目標３ 多様なニーズに応える利用しやすい公共交通環境の整備

施策06 快適な待ち合い環境の整備

施策07 交通機関のユニバーサルデザイン化・バリアフリー化

施策08 デジタル技術を活用した使いやすい情報サービスの提供(MaaS)

施策09 観光資源との連携強化

施策10 誰にでもわかりやすい運行情報の提供

地域の暮らしを
支える公共交通

いつでも安心して
利用できる公共交通

これからも持続可能な
公共交通

基本方針

市民生活を支える公共交通サービスの提供

コンパクト・プラス・ネットワークの実現に向けた取り組み

市民意識醸成や公共交通全体の活性化に向けた取り組み

ゼロカーボンシティを含めたサスティナブルな街づくりを

担う公共交通サービスの提供

多様なニーズに応える利用しやすい公共交通環境の整備

取り組みの目標

目標１

目標２

目標３

目標４

目標５

都市高速鉄道12号線（東京都交通局）

デジタルサイネージ
（大分県大分市）

計画の区域は所沢市全域とします。

行政界付近では、市域を越えて生活圏を形成する場合もあることから、隣接自治体に接続する地域公共交

通についても検討の対象とします。

地域公共交通に関しては、中長期的に取り組むべき課題もあることから、本計画の期間は、令和5年度か

ら令和9年度までの5年間とします。

ところワゴン（左：三ケ島地区、右：柳瀬地区）

乗り方教室の開催（北海道白老町）
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